
古
い
資
料
に
み
る「
合
志
」
|
文
化
財
資
料
よ
り
|

合志1300年の歴史と共に

明治大正昭和平成

文化財マップを作りました

奥書

第
１
回
「
ふ
る
さ
と
探
訪

ま
ち
め
ぐ
り
バ
ス
」参
加
者
募
集

　

西
合
志
郷
土
資
料
館
、
合
志
三
十
三
観

音
の
う
ち
菊
池
市
泗
水
町
方
面
の
３
観
音
、

竜
門
ダ
ム
と
そ
の
水
を
貯
留
す
る
弁
天
山

の
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
の
見
学
。
そ
し
て
、
約

１
３
０
０
年
前
大
和
朝
廷
が
築
い
た
山
城

「
鞠
智
城
」
を
見
学
し
、
当
時
の
日
本
の
緊

迫
し
た
政
治
情
勢
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

 

● 

と　

き

５
月
24
日（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

 

● 

集　

合　

ヴ
ィ
ー
ブ
ル
ま
た
は
御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー

 

● 

対　

象　

市
民（
30
人
）

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

 

● 

参
加
費　

６
０
０
円
（
昼
食
代
と
し
て
）

 

● 

申
込
期
限

５
月
21
日（
火
）
午
後
５
時
ま
で

 

● 

申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

 

● 

そ
の
他

運
動
靴
な
ど
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

 

● 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
班

（
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
）

☎（
２
４
８
）
５
５
５
５

　
　

19
年
（
１
８
８
６
）
豊
岡
校
の
群
分
教
場
開
校

　
　

22
年
（
１
８
８
９
）
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布

熊
本
大
地
震

合
併
で
合
志
村（
福
原
村
・

竹
迫
町
・
幾
久
富
村
・
豊

岡
村
・
上
庄
村
・
栄
村
が

合
併
）・
西
合
志
村
（
合

生
村
・
御
代
志
村
・
上
生

村
・
野
々
島
村
・
須
屋
村

が
合
併
）
誕
生

　
　

23
年
（
１
８
９
０
）
教
育
勅
語
発
布

栄
地
区
の
小
学
校
が
中
林

に
竹
迫
小
学
校
の
支
校
と

し
て
開
校

　
　

25
年
（
１
８
９
２
）
合
志
義
塾
が
黒
松
に
開
塾

　
　

26
年
（
１
８
９
３
）
野
々
島
校
上
生
分
教
場
開
校

　
　

27
年
（
１
８
９
４
）
合
生
校
大
池
分
教
場
開
校

　
　

29
年
（
１
８
９
６
）
合
志
郡
と
菊
池
郡
が
合
併

し
て
菊
池
郡
と
な
る

　
　

38
年
（
１
９
０
５
）
須
屋
校
と
黒
石
校
が
合
併

し
須
屋
黒
石
尋
常
小
学

校
と
な
る

大
正
３
年
（
１
９
１
４
）
第
一
次
世
界
大
戦
始
ま
る

　
　

７
年
（
１
９
１
８
）
合
志
村
・
西
合
志
村
に
初

め
て
電
灯
が
つ
く

昭
和
13
年
（
１
９
３
８
）
黒
石
原
に
逓
信
省
航
空
機

乗
員
養
成
所
の
飛
行
場

建
設

　
　

14
年
（
１
９
３
９
）
第
二
次
世
界
大
戦
始
ま
る

　
　

20
年
（
１
９
４
５
）
第
二
次
大
戦
終
結

　
　

22
年
（
１
９
４
７
）
日
本
国
憲
法
施
行

合
志
中
学
校
・
西
合
志
中

学
校
開
校

　
　

28
年
（
１
９
５
３
）
熊
本
大
水
害
、
合
志
村
・

西
合
志
村
も
甚
大
な
被

害
を
受
け
る

須
屋
黒
石
小
学
校
移
転
、

西
合
志
南
小
学
校
と
改

称

　
　

34
年
（
１
９
５
９
）
竹
迫
・
豊
岡
・
栄
の
三
小

学
校
が
統
合
し
合
志
小

学
校
発
足

　
　

35
年
（
１
９
６
０
）
西
合
志
村
役
場
、
野
々
島

４
７
８
７‐

３
に
新
築
・

移
転

　
　

41
年
（
１
９
６
６
）
合
志
村
役
場
、
幾
久
富

１
１
０
１
に
新
築
・
移
転

合
志
村
、
西
合
志
村
共
に

町
制
施
行

　
　

45
年
（
１
９
７
０
）
西
合
志
町
の
人
口
１
万
人

突
破

　
　

52
年
（
１
９
７
７
）
合
志
町
の
人
口
が
１
万
人

を
突
破

西
合
志
南
小
学
校
が
現

在
地
に
移
転

　
　

53
年
（
１
９
７
８
）
合
志
中
学
校
が
現
在
地
に

移
転

合
志
南
小
学
校
開
校　

　
　

55
年
（
１
９
８
０
）
西
合
志
南
中
学
校
開
校

　
　

57
年
（
１
９
８
２
）
西
合
志
町
役
場
新
庁
舎
（
現

合
志
市
役
所
西
合
志
庁
舎
）

完
成

　
　

58
年
（
１
９
８
３
）
西
合
志
東
小
学
校
開
校

　
　

59
年
（
１
９
８
４
）
南
ヶ
丘
小
学
校
開
校

平
成
２
年
（
１
９
９
０
） 

合
志
町
役
場
新
庁
舎
（
現

合
志
市
役
所
合
志
庁
舎
）

完
成

　
　

18
年
（
２
０
０
６
）
合
志
町
と
西
合
志
町
が
合

併
し
合
志
市
と
な
る

九州歴史資料館 提供（赤外線テレビによる写真）
木簡は現在の荷札、送り状に相当するものです。右は「合
志郡紫草大根四百五十編」、左は「合志」と読み取れます。
これらの木簡は昭和59年に大宰府都府楼跡から出土し
たもので、８世紀前半代のものと推定されています。紫
草の根は、紫色の染料として当時は貴重なものでした。

大宰府木簡

京都府相楽東部広域連合教育委員会 笠置分室 提供
「大般若波羅密多経巻第四百一」の奥書には次のように
書いてあります。
『山田方見住肥後國史生而始天平十五年歳次□未八月廿
九日於合志郡以東山裏在井出原之禅房方見母之願□奉
寫　書寫師建部君足國』これは「肥後國の史生の山田方
見が、天平15年（743）８月29日合志郡の以東の山の
裏、井出原に在る禅房において、母の願いで建部君足國
に書写させた」というものです。
国指定重要文化財・東明寺蔵写経（奈良国立博物館寄託）

東明寺蔵写経

　旧合志町で初めて発掘された縄文時代の御手洗遺跡の出土品
の他、木瀬遺跡、豊岡宮本横穴群などから出土した遺物や市の指定
文化財である「竹迫城絵図」、「合志郡絵図」などを展示している。

  合併前の合志町・西合志町の歴史だけでなく、
教育、産業、文化、自然などを総合的にまとめ
た資料です。皆さんの愛読書としていかがで
しょうか。

合志町史…………………………………2,500円
西合志町史（通史編・資料編）
　2冊セット………………………………5,000円
（1冊のみの購入は3,000円）
西合志町の石造物…………………………1,000円

販売場所　ヴィーブル・御代志市民センター

場　　所　ヴィーブル３階
開館時間　午前９時30分～

午後４時30分
休 館 日　毎週月曜日、毎月末

日、年末年始
※月曜が祝日の場合はその日後に
おいてその日に最も近い祝日で
ない日

場　　所　西合志図書館隣
開館時間　午前10時～午後５時
休 館 日　毎週月曜日、毎月末

日、年末年始
※月曜が祝日の場合はその日後に
おいてその日に最も近い祝日で
ない日

合志歴史資料館

西合志郷土資料館

合志の歴史を学んでみませんか―

　旧西合志町を代表する遺跡である二子山石器製作遺跡、弥生時
代から奈良・平安時代までの遺跡が発見された八反原遺跡を中心
にして、古代から近世までの資料を年代順に展示している。

　合志の歴史を探訪しませ
んか。マップは合志歴史資
料館・西合志郷土資料館に
あります。

合

志

郡

紫

草

大

根

四

百

五

十

編

合

志

おおね


